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ヘッドライン　化学とつながる職業 Part 2
　今回のヘッドラインは 2017 年 10 月号「化学とつながる職業」の続編である。大学で化
学系の学部・学科に進んでも，研究職に就くとは限らない。中学・高校で化学を学び，さら
に大学で化学を選んだときに，将来どのような未来を描けるのかを探った。そして，それを
中高の現場で伝えることで進路指導に活かせるような企画を目指した。具体的には，化学と
つながる数多くの職業の中から，5名の方に化学を選んだ理由，現在の職業を選んだ理由，
化学が活かせると思った理由，現在の仕事内容などについて書いていただいた。
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次号ヘッドライン 日本の化学史―第 2弾　 
―御雇い外国人，そして池田菊苗―

　名城大学は，1926 年に開設された名古屋高等理工科講習所を前身とし，2026 年
で 100 周年を迎える 9学部 24 学科を擁する文理融合型総合大学です。2014 年に赤
崎勇終身教授・特別栄誉教授がノーベル物理学賞を受賞。2019 年には大学院理工
学研究科の吉野彰教授がノーベル化学賞に輝きました。メインキャンパスの天白
キャンパスには，法・経営・経済・理工・農の 5学部があり，キャンパスの中央に
はランドマークである「タワー 75」がそびえています。

表紙の言葉　名城大学


